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学位論文題目 体表コイル使用下 3T MRI による前立腺癌局在診断: T2 強調画




目的:体表コイル使用の 3TMRI において、前立腺癌局在の診断能を T2 強調画像
(T2WI)、拡散強調画像 (DWI) 、 MR スペクトロスコピー (MRS)を用いて評価、検討
する。
方法: MRI 検査施行後に前立腺全摘術をうけた 29 人の患者の 38 病変を対象とし、
T2WI、 DWI および lHMRS を用いて腫蕩局在診断を行い、病理所見と対比してその
診断能を後ろ向きに検討した。前立腺を辺縁域と内腺(移行域および中心域)に分
け、さらに辺縁域を 6 つの領域に、内腺を左右の 2 つの領域に分けて評価を行った。
2 人の放射線科医が独立にそれぞれのシークエンスを読影し、各領域に対し 5 段階の
確信度評価を行った。前立腺全摘標本を gold standard に、 T2WI + DWI + MRS の組み
合わせ診断の効果を前立腺全体について評価し、その後辺縁域と内腺に分けて評価
した。さらに ROC 解析を行い、 T2WI、 DWI、 MRS と、これらの組み合わせ診断に
ついて曲線下面積 (AUC)を比較した。
結果:全体で 232 の領域のうち、 71 領域に癌病変が同定された。そのうち 52 領域
(73.2%)は辺縁域に、 19 領域 (26.8%)は内腺に存在した。前立腺全体に対して、両読
影者とも T2WI 単独と比較して T2WI+ DWI + lH MRS の組み合わせ診断で、感度が
有意に上昇した(読影者 1 : 52.1%から 70.4% (p = 0.002)、読影者 2 : 59.2%から 80.3%
(p く 0.001) ) 0 ROC 解析においても、前立腺全体に対し T2WI+ DWI + MRS の組み合
わせ診断の AUC (0.88)は T2WI 単独の AUC (0.79)に比し有意に上昇した (p = 0.001)。
辺縁域と内腺でも同様の結果が得られ、 T2WI+ DWI + MRS の診断能(辺縁域 :AUC
=0.86、内腺: AUC = 0.96) は T2WI のみ(辺縁域: AUC = 0.78、内腺: AUC = 0.84) に
比し、診断能が有意に上昇した(辺縁域: p = 0.032、内腺: p = 0.008)。
結論:体表コイル使用の 3TMRI において、前立腺癌局在の診断能は、 T2WI のみに











体表コイル使用下 3TMRI の前立腺癌局在診断において、 MR スペクトロスコピー(MRS)を組
み合わせた場合の診断能の報告はほとんどない。
本研究では体表コイル使用の 3TMRI において、前立腺癌局在の診断能を T2 強調画像 (T2WI)、
拡散強調画像 (DWI)、 MRS を用いて評価、検討することを目的とした。
MRI 検査施行後に前立腺全摘術をうけた 29 人の患者の 38 病変を対象とし、 T2WI、 DWI およ
び MRS を用いて腫蕩局在診断を行い、病理所見と対比してその診断能を後ろ向きに検討した。
前立腺を辺縁域と内腺に分け、さらに辺縁域を 6 つの領域に、内腺を左右の 2 つの領域に分けて
評価を行った。 2 人の放射線科医が独立にそれぞれのシークエンスを読影し、各領域に対し 5 段
階の確信度評価を行った。前立腺全摘標本を gold standard に、 T2WI+ DWI + MRS の組み合わせ
診断の効果を前立腺全体について評価し、その後、辺縁域と・内腺に分けて評価した。さらに ROC
解析を行い、 T2WI、 DWI、 MRS と、これらの組み合わせ診断について曲線下面積 (AUC)を比
較した。
全体で232 の領域のうち 71領域に癌病変が同定された。そのうち 52領域 (73.20/0)は辺縁域に、
19 領域 (26.8%)は内腺に存在した。前立腺全体に対して、両読影者とも T2WI 単独と比較して
T2WI + DWI + MRS の組み合わせ診断で、感度が有意に上昇した(読影者 1 : 52.1%から 70.4% (p 
= 0.002)、読影者 2:59.2%から 80.3% (p < 0.001) ) 0 ROC 解析においても、前立腺全体に対し T2WI
+ DWI+MRS の組み合わせ診断の AUC (0.88)は T2WI 単独の AUC (0.79)に比し有意に上昇した
(p = 0.001)。辺縁域と内腺でも同様の結果が得られ、 T2WI+ DWI + MRS の診断能(辺縁域 :AUC
=0.86、内腺: AUC = 0.96) は T2WI のみ(辺縁域: AUC =0.78、内腺: AUC = 0.84) に比し、診
断能が有意に上昇した(辺縁域: p = 0.032、内腺: p = 0.008)。
本研究の結論として、体表コイル使用の 3TMRI において前立腺癌局在の診断能は、 T2WI の
みに比し、 T2WI、 DWI、 MRS を組み合わせることでより診断能が向上する。
体表コイル使用の 3TMRI において T2WI、 DWI、 MRS を組み合わせた場合の前立腺癌局在診
断についての報告はこれまでない。局在診断能が向上することは、臨床現場において手術適応な
どを決定する際にもきわめて重要な情報となる。以上の点から、本研究は意義のある研究と考え
られる。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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